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◆はじめに

　近年、憲法 9 条改正論が勢いを増していると報じら

れている。この動向に対して、これまで「憲法 9条守れ」

と主張してきた者は、いかに対抗すべきか。この問い

に対する「解」を探るのが本稿の課題である。そして、

この課題は、従来の自衛隊違憲・合憲論争とは異なる

地平で、憲法 9 条の真髄を把握することにより達成さ

れるであろう。

◆憲法 9条成立時の時代背景

　「戦争はコリゴリだ。もう二度と戦争はしない」――

この思いは、憲法 9 条成立時、悲惨な戦争を体験した

日本国民の多くが抱いたものであった。そして、この

思いから憲法 9 条が生まれたことを当時の政府は積極

的に国民に訴えてもいた。例えば、1947 年 8 月 2 日に

文部省が発行した中学 1 年生向けの教材『新しい憲法

のはなし』(*) は、「いまやっと戦争は終わりました。

二度とこんなおそろしい、かなしい思いをしたくない

と思いませんか。……戦争は人間をほろぼすことです。

……そこでこんどの憲法では、日本の国が、けっして

二度と戦争をしないように、二つのこと (筆者注 :「戦

力の放棄」と「戦争の放棄」) をきめました」と説い

ている。ここには、憲法 9 条の第 1 項と第２項の順番

こそ逆になっているが、憲法 9 条の真髄が宿っている

と理解することができよう。すなわち、憲法 9 条とは、

「戦争をしない国」づくりの決意表明なのである。

　しかしながら、憲法 9条は、先の戦争中は「敵」であり、

戦後直ちに国際平和の創設と維持のための組織として

国際連合 (1945 年 10 月成立 ) をつくりあげていた連合

国の占領下に生まれたことも確かである。つまり、当

時の日本は、「敵」を想定して自前の戦力を備える必要

がなく、「平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼して、

われらの安全と生存を保持」( 憲法前文 ) することが

可能であったということである。

　上述の二つの事情は、一方で、時の経過とともに「戦

争を知らない」世代が増え、他方で、連合国の占領が

終了すると、憲法 9 条を支える基盤がもろくなること

をも意味する。そして、憲法 9 条を取り巻く現状は、

まさにこの懸念が現実化していることを示してもいる。

したがって、冒頭の課題に対する「解」探しは、この

二点に沿って考えなければならないことになる。

◆戦争体験の希薄化に対する対応

　戦争体験の希薄化は、ある意味で自然現象である。

これに対しては、かつての戦争や現実に世界で生じて

いる戦争の実相――例えば、ロシアの侵攻から自衛の

ための戦争をしているウクライナで、どのような事態

が進行しているのか――を知り、その上で戦争をわが

こととして捉え、そこから「二度と戦争はしたくない」

思いを喚起すること以外に適切な「解」は見当たらない。

◆占領の終了と自前の軍備保有

　もう一つの占領の終了は、どういう環境の下で生じ、

どういう状態を招来したであろうか。占領はポツダム

宣言の掲げた占領目的が達成された暁に終了するもの

とされており、その時期が到来したことを示すのが、

サンフランシスコ講和条約 (1951 年 9 月締結、52 年 4

月発効 ) である。これによって日本は主権を回復した

のであるが、その背後では三つの事態が進行していた。

　第一は、占領下にあっては潜在していた「冷戦」が、

朝鮮戦争 (1950 ～ 53) の勃発により現実の戦争として

顕在化したことである。この状況下、「片面講和」の立

場で講和条約は締結された。すなわち、日本は敵対す

る東西両陣営の一方に組み込まれたのである。

　第二は、講和条約と同時に結ばれた ( 旧 ) 日米安全

保障条約によって、米国が実質的に連合国にとって代

わり、日本は米軍に基地を提供する、いわば米国の従

属的同盟者として存在することを受け入れたことであ

る。この状態は今に至るまで基本的には変わっていな

い。

　第三は、講和条約に先立つ 1950 年 8 月、朝鮮戦争に

米軍が出動し、それにより生じた日本国内の秩序維持

能力の不足を補うという名目で、警察予備隊がマッカー

サーの指令に基づいて創設されたことである。このこ

とにより、当初の政府見解によれば憲法上認められな

いはずの自前の軍事組織が登場し、その憲法適合性が

問われることとなった。政府は、初めて遭遇したこの

論点につき、「( 憲法 9 条 2 項の禁じている )『戦力』

に至らざる程度の実力」の保持は憲法上禁止されてい

ないとの新たな憲法 9条解釈を打ち出した。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　（次号につづく）

* これは、高見勝利編『あたらしい憲法のはなし　他二篇』

　(2013 年 9月発行、岩波現代文庫 )に収められているので、

　今日でも　読むことができる。
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